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Abstract 
This paper examines the rarely-studied literature on “the sarin gas attacks on the Tokyo subway,” 
comprising Yo Henmi’s “Boiled Egg” (1995), Haruki Murakami’s Underground (1997), Kiyoshi 
Shigematsu’s Satsuki Dankei (2000), Seishu Hase’s 9.11 Club (2008), and Hiromi Kawakami’s 
Voice of Water (2014). The victims had difficulty in verbalizing the suffering and being 
understood by others. Accordingly, they can be called “solitude” victims. Focusing on the victims 
of the sarin gas attacks, this paper seeks to describe the writers’ struggle to create their own stories 










































なんです。足も止めず、我関せずという感じで。（和泉きよか p. 46） 
 

















































                                                        






































                                                        





































                                                        












































 1995 年、マスコミ報道はオウム一色となったが、翌年にはその報道は減少してゆく。7 オウ
























                                                        
7 池田太臣氏（「「闇」の解読─雑誌報道のなかの「オウム真理教」─」神戸大学『文化學年報』1999）に
よれば、週刊誌 7 誌のオウム報道は 1995 年：1758 件、1996 年：762 件である。1996 年の報道も 4 月 5 月
の麻原初公判に関するものが多く、その他は激減している。 
8 高橋シズヱ『ここにいること─地下鉄サリン事件の遺族として』（岩波書店 2009 p. 96） 
9 野田正彰「隠された動機―ノンフィクション作家からフィクション作家へ」（『群像』1997・6 p. 276） 
10 吉田司「オウムはわが友」（『文學界』1997・6 p. 250） 




































13 松本麗華『止まった時計 麻原彰晃の三女・アーチャリーの手記』（講談社 2015 p. 285） 
14 山口真紀「「被害の語りを集積する」ことの検討 村上春樹『アンダーグラウンド』の論理を読む」（『立
命館生存学研究』2018・3 p. 100） 
15 深津謙一郎「証言の〈他者〉―村上春樹『アンダーグラウンド』の発話位置―」（『村上春樹スタディー























                                                        
16 大塚英志「村上春樹と麻原彰晃 『アンダーグラウンド』は麻原の物語に対峙できたか」（『Voice』1997・













7 p. 227） 
19 渡辺直己「チャリティー風土の陥穽」（『群像』1997・6）、吉田春生『村上春樹、転換する』（彩流社 1997）。 
20 秋枝（青木）美保「村上春樹「レキシントンの幽霊」論―「目じるしのない悪夢」からの帰還―」（『日














































                                                        







































納屋を焼く・その他の短編』新潮社 1984 p. 21〜22） 
23 山根由美恵「「螢」に見る三角関係の構図―村上春樹の対漱石意識」（『国文学攷』2007・9） 
24 中村平「家族―国家日本の殖民暴力とトラウマ―脱殖民化と「他人事ではなくなること」」（『トラウマを
































































                                                        










な“感じ”がやってきたのである。（『イエローページ村上春樹 Part２』荒地出版社 2004 p. 41） 
32 吉田哲「村上春樹『アンダーグラウンド』―ジャンクとの闘い①」（『月刊国語教育』2008・5 p. 59） 
33 吉田哲「村上春樹『アンダーグラウンド』―ジャンクとの闘い②」（『月刊国語教育』2008・6 p. 71） 


































悲哀を考察した点にある」（平島奈津子）『心理学辞典』（有斐閣 1999 p. 843〜844） 
37 フロイトの「喪の仕事」の概念を、ジョン・ボウルビィは４つの段階として発展させた。（Ｊ.ボウルビィ

































































































































                                                        




























                                                        










































                                                        
44 大澤真幸「村上春樹『アンダーグラウンド』は何を見ようとしたのか」（『国文學』2001・1 p. 91） 
45 「1Q84」における〈オウム〉脱構築の試みについては、拙稿で述べている。山根由美恵「「1Q84」にお
ける〈オウム〉脱構築の可能性─リーダー像と〈家族〉の復権─」（『近代文学試論』2019・12） 










































コミットメント」『村上春樹と一九九〇年代』おうふう 2012 p. 58） 






















































３─２ PTSD 回復の物語 ─交換可能な物語の是非─ 
 






















































                                                        







54 斎藤環『心理学化する社会』（PHP 研究所 2003） 



































                                                        
56 「さつき断景」の Amazon のレビューは高評価ではあるが、４件である（2019.12.5 最終閲覧）。『ビタミ
ン F』─104 件、『流星ワゴン』─361 件、『その日の前に』─259 件に比べると、存在感の薄さが際立って
いる。 


















































































































































                                                        







61 注 51 の書評に加え、松本和也「記憶─声を語ること─川上弘美『水声』─」（『現在女性作家の方法』
精興社 2018）、高松楓「川上弘美「水声」論─自身の物語を取り戻す物語─」（『日本文學』2018・3）が
ある。 

















癌になり、死期が迫った「あの夏の夜」に一度だけ関係を持つ（1986 年）が、罪悪感から 10 年
近く距離を取る。1995 年、陵は〈サリン事件〉に遭遇し、都との同居を望む。翌年、二人は同

























































                                                        












































































































の苦しみの長さが挙げられる。二人は互いを愛しながら、肉体関係を持つまでに 28 年（都 28
才）、その後一緒に暮らすまでに 10 年（都 38 才）、一緒に暮らしながら、再び肉体関係を持つ





                                                        






































                                                        


































                                                        


















































                                                        



































社 1997）、重松清『さつき断景』（祥伝社文庫 2004）、馳星周『９・11 倶楽部』（文藝
春秋 2008）、川上弘美『水声』（文春文庫 2017）を使用した。傍線は私に付した。 
                                                        
70 「「蜂蜜パイ」・『輪るピングドラム』における分有への意志─一九九五年／二〇一一年以後の“生存戦
略”」（『ポップカルチャーの思想圏』おうふう 2013 p. 58〜59） 
